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【背景と目的】 

モリンガ (Moringa oleifera Lam.) は、北インドを原産とするワサビノキ科の落葉熱帯樹であり、90

種以上の栄養素や豊富なポリフェノールを含んでいる。従来からアジア地域の伝統医学に用いられ、

食糧難や飢餓対策などの栄養補助食としても注目を集めている。また、抗酸化活性や抗炎症効果を始

めとした様々な生理活性を有することが報告されており、健康やアンチエイジング素材として期待さ

れている。本研究では、モリンガ葉抽出物の新たな生理活性を明らかにするために、組織由来の細胞

にたいする細胞賦活化作用について、増殖や異常タンパク質の蓄積を起因とした細胞ストレス（プロ

テオストレス）にたいする細胞保護作用を指標にモリンガの機能性を解析した。 

【方法】 

本研究では、フィリピン産モリンガ葉の乾燥粉末を超純水と混和し、振とう抽出した後、遠心分離し

た上清をろ過した溶液を試験試料として用いた。組織のモデル細胞株として SH-SY5Y 細胞（神経）HaCaT

細胞（皮膚）HepG（肝臓由来）Caco-2（消化管）HeLa 細胞（子宮頸部）を用い、試験試料の処理が細

胞増殖やプロテオストレスに対する細胞保護作用を Cell Counting Kit-8 を用いて検討した。またモ

リンガ試料のストレス応答タンパク質や遺伝子発現に及ぼす影響をウエスタンブロット法や定量 PCR

法を用い、タンパク質発現や遺伝子発現に及ぼす影響を解析した。 

【結果と考察】 

モリンガ葉抽出物で処理したすべての細胞株において、低濃度での細胞増殖の亢進作用（賦活化作用）

を認めた。またプロテオストレスに対する細胞保護作用も多くの細胞株で認められた。そこで、HeLa

細胞を用いてプロテオストレスに対する保護作用のメカニズム解析を行った。その結果、モリンガ葉

抽出物はオートファジーや細胞質シャペロンシステムとは異なる経路でプロテオストレス保護作用を

発揮していることが分かった。またその一端として小胞体シャペロンの関与が示唆された。 
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